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・営業外損益は、為替差益などで、＋２１億円。

・特別損益は、固定資産売却益などで、＋８億円。

・国内貨物、国際貨物とも、荷動きは、総じて堅調に推移。

・自然災害の影響は、第３四半期にも一部残ったが、その後の回復需要を
的確に取り込み、売上高伸長。

・利用費や外注費などの各費用についても増加したが、
適正料金の収受と並行して、事務・作業の効率化が進展。

・第３四半期累計として、
連結の売上高、営業利益、経常利益、当期純利益は、過去最高。

・適正料金収受の取組みは、第３四半期累計で、＋９１億円の収入増加、
外注費の単価上昇の影響が△７６億円、増益効果は、＋１４億円。
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・通期業績を上方修正。

・内容は、売上高を第３四半期までの実績をもとに、
当初の経営計画目標数値である２兆１，５００億円に。
・営業利益・経常利益・四半期純利益については、従来予想を据え置き。

・営業利益は、第２四半期までに、期首の予想から、１０億円のプラス、
第３四半期も堅調だったが、一部の荷動きは、災害からの復興需要による
一時的なもの、第４四半期以降の需要の前倒しと認識。

・日本発の航空輸出数量が、前年のスポット貨物の反動減もあり、
アジア向けで、12月に前同割れとなるなど、第４四半期には、
日本セグメントや物流サポートセグメントを中心に、第３四半期までの
上積分が、ほぼ相殺される想定。

・年度末を控え、保有する資産の再評価などによる支出も検討しており、
今回の業績予想の修正には、総合的に勘案。
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〇前回予想からの修正点

・日本：売上高、営業利益ともに増額。

・米州：売上高を増額、営業利益を減額。

・欧州：売上高を増額、営業利益を減額。

・東アジア：売上高、営業利益ともに増額。

・南アジア・オセアニア：売上高を減額、営業利益は据え置き。

・警備輸送：売上高は据え置き、営業利益は減額。

・重量品建設：売上高、営業利益ともに増額。
その結果、減収、減益予想から減収、増益に変更。

・物流サポート：売上高を増額、営業利益は据え置き。
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・為替による影響額は、
年間で、売上高に６億円、営業利益に９百万円、マイナス影響見込み。
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〇３Ｑ単四半期の概況（増収、増益）

・国内外の荷動きを反映し、国際貨物、国内貨物とも、総じて堅調に推移。
・鉄道は、自動車関連部品等の取扱いが堅調だったが、
西日本豪雨の影響による運休が、10月まで継続し、
その後も、一部の列車で間引きが継続しており、減収。
・トラック輸送は、自動車関連部品、鉄鋼等の荷動きが堅調に推移。
・海運は、機械関連の輸出やコンテナターミナル業務が伸長。
・航空は、輸出混載貨物の重量が、対前年で＋19.6％、
マーケットの伸び率＋6.7％を大きく超過。
・欧州地域向けの自動車関連部品やアジア向けの電子部品、半導体関連の
輸出が、引き続き好調に推移。
・日本発の輸出航空貨物の重量動向と、当社シェアの推移については、
決算補足資料のＰ．２も、ご参照ください。

〇通期予想概況

・前回予想に対して、売上高、営業利益とも増額。

・４Ｑには、航空・輸出フォワーディングの減速や前年のスポット貨物の
反動減を見込む。
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〇３Ｑ単四半期の概況（増収、増益）

・為替の影響を除いた現地通貨ベースでも、増収、増益。

・自動車関連を中心に、航空輸出入や倉庫配送が堅調。

〇通期予想概況

・前回予想から、売上高を増額、営業利益を減額。

・これまでと同様の傾向が継続し、前年の特殊要因11億円の
マイナス影響も消化し、増収、増益を見込む。
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〇３Ｑ単四半期の概況（増収、減益）

・為替の影響を除いた現地通貨ベースでも、増収、減益。

・倉庫配送業務が順調の一方、イタリアでの業務失注、
前年のスポット業務の反動に加え、利用費や人件費等が上昇。

〇通期予想概況

・前回予想から、売上高を増額、営業利益を減額。
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〇３Ｑ単四半期の概況（増収、増益）

・為替の影響を除いた現地通貨ベースでも、増収、増益。

・航空輸出、海運輸出が、引き続き堅調に推移。

・航空利用費の高止まりは継続するが、お客様への転嫁と
効率化による費用の抑制が進展。

〇通期予想概況

・前回予想から、売上高、営業利益とも増額。
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〇３Ｑ単四半期の概況（増収、減益）

・為替の影響を除いた現地通貨ベースでも、増収、減益。

・航空輸出や倉庫配送が堅調だったが、利用費や外注費の高騰が
利益を圧迫。

〇通期予想概況

・前回予想から、売上高を減額、営業利益は据え置き。
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〇３Ｑ単四半期の概況（増収、減益）

・地方金融機関からのアウトソーシングの取込みが進展。

・人件費や燃油費の上昇により、減益。

〇通期予想概況

・前回予想から、売上高は据え置き、営業利益は減額。
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〇３Ｑ単四半期の概況（減収、増益）

・国内外における風力発電関係の輸送・据え付け等が、計画通りに推移。

・国内の重電関連工事などの追加工事や予定していた工事の前倒しが発生。

〇通期予想概況

・前回予想から、売上高、営業利益ともに見直し。

・期首予想の減収、減益から、減収、増益に変更。
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〇３Ｑ単四半期の概況（増収、増益）

・石油類の販売単価の上昇により、売上増加。

・輸出梱包業務等のロジスティクス・サポート事業も、堅調に推移。

〇通期予想概況

・前回予想から、石油類の販売単価上昇により、売上高のみ増額。
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